
―
―
放
射
線
治
療
部
の
沿
革
か
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
院
の
放
射
線
治
療
部
は
、
が
ん
研
究
会
と

附
属
病
院
が
西
巣
鴨
に
開
設
さ
れ
た
１
９
３
４

（
昭
和
９
）
年
の
当
初
か
ら
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
設
直
後
に
三
井
報
恩
会
か
ら
当
時
の
金
額
で

１
０
０
万
円
相
当
の
ラ
ジ
ウ
ム
５
ｇ
の
寄
附
が

あ
り
、
癌
研
病
院
は
一
躍
世
界
有
数
の
ラ
ジ
ウ

ム
治
療
施
設
に
な
っ
た
こ
と
で
広
く
名
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
は
そ

の
後
も
順
調
に
継
続
し
て
行
わ
れ
、
１
９
５
６

年
当
時
の
放
射
線
科
部
長
で
あ
っ
た
塚
本
憲
甫

先
生
に
よ
る
日
本
医
学
放
射
線
学
会
で
の
発
表

が
、
放
射
線
治
療
の
成
績
に
関
す
る
学
会
報
告

の
嚆
矢
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
も
着
実
に
進
展
を
重
ね
、
２
０
０
５

年
に
現
在
の
有
明
に
移
転
し
た
後
、
16
年
に
は

新
た
に
地
上
４
階
、
地
下
１
階
の
新
棟
が
完
成

の
傾
向
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

当
院
は
、
日
本
で
最
も
乳
が
ん
の
患
者
さ
ん

が
来
院
さ
れ
ま
す
が
、
放
射
線
治
療
に
お
い
て

も
乳
が
ん
が
最
も
多
い
で
す
。
他
に
は
、
前
立

腺
が
ん
や
頭
頸
部
が
ん
、
ま
た
直
腸
が
ん
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
さ
ら
に
、
肺
が
ん
や
食

道
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
る
こ
と
も
稀

で
は
な
く
、
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
の
が
ん
患

者
さ
ん
に
対
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
６
年
に
放
射
線
治
療
施
設
を
拡
充

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
頃
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
３
台
体
制
の

も
と
で
年
間
１
６
０
０
名
以
上
の
患
者
さ
ん
に

対
し
て
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
た
の
で
す

が
、
す
で
に
パ
ン
ク
寸
前
の
状
態
で
し
た
。
そ

こ
で
、
放
射
線
治
療
部
で
は
他
施
設
と
の
連
携

し
、
放
射
線
治
療
施
設
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
部
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
部
に
は
レ
ジ
デ
ン
ト
を
含
め
14

名
の
放
射
線
治
療
医
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
他

に
、
放
射
線
治
療
を
専
門
と
す
る
診
療
放
射
線

技
師
が
26
名
お
り
、
彼
ら
の
う
ち
９
名
は
医
学

物
理
士
の
資
格
を
持
つ
な
ど
、
高
度
な
ス
キ
ル

を
有
す
る
人
材
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
治
療
部
専
属
の
看
護
師
が
６
名
、
事

務
職
員
が
５
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
部
は
、
内
科
・
外
科
な
ど
他
の

診
療
科
と
連
携
し
、
原
発
性
脳
腫
瘍
、
小
児
の

悪
性
腫
瘍
を
除
く
全
て
の
が
ん
に
対
し
て
放
射

線
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
リ
ニ
ア
ッ

ク
を
用
い
た
外
照
射
だ
け
で
な
く
、
子
宮
頸
が

ん
や
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
小
線
源
治
療
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
１
日
約
１
５
０
名
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
お
り
、

年
間
約
１
７
０
０
～
１
８
０
０
名
の
新
規
患
者

さ
ん
が
来
院
し
て
い
ま
す
。

―
―
放
射
線
治
療
部
に
お
け
る
が
ん
患
者
さ
ん

や
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
建
設
な
ど
も
含
め
、
増

え
続
け
る
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
案
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
で
す
。

結
果
、
院
内
に
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
増
設
す
べ
き
と

い
う
結
論
に
達
し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

一
時
計
画
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
も
の
の
、
２
０
１
４

年
に
施
設
増
設
の
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が
出
て
、
16
年

の
新
棟
開
設
と
同
時
に
２
台
、
翌
17
年
に
さ
ら

に
１
台
の
計
３
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
増
設
し
、

従
来
の
３
台
と
加
え
て
６
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に

よ
る
治
療
体
制
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
。

現
在
は
、
従
来
装
置
の
う
ち
１
台
は
休
止
中
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
５
台
に
よ
る
放
射
線
治

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
し
て
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ

カ
ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
製
の
「T

rueB
eam

」
を
選

定
し
た
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

複
数
年
に
分
け
て
増
設
し
た
の
は
、
マ
ン
パ

ワ
ー
的
な
問
題
に
加
え
て
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
動

か
す
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
そ
の
都
度
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
常
に
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
も
の
を
運
用
し
よ
う
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

「T
rueBeam

」
を
選
択
し
た
理
由
は
、
が
ん
の

質の高い医療を求める患者に対応すべく
高性能放射線治療装置を複数台導入し
本邦トップレベルのがん治療を実現する
2005年の移転以来、病床数686床の日本最大のがん専門施設として、最新のがん医療を提供してきたがん研有明病院。
同院は2016年に地上４階、地下１階の新棟を完成させ、放射線治療施設、画像診断、健診センターを拡充したが
放射線治療部では、最先端の高精度放射線治療が可能なリニアック３台を導入し、現在、質の高い放射線治療を実施中だ。
同院における診療の現況と今後のがん医療について、2018年７月に病院長に就任されたばかりの佐野 武氏に、
放射線治療部の概要と最新式リニアックの有用性について、同月副院長に就任された同部 部長の小口正彦氏に聞いた。

1956 年長野県生まれ。1983 年信州大学医学部卒。
同年より同大学医学部附属病院放射線科勤務、1996
年 同 科 講 師。1997 年 M.D.Anderson Cancer 
Center, Observership、同年信州大学医学部附属
病院中央放射線部助教授。2000 年癌研究会附属病
院放射線治療科医長、2003 年同科副部長。2014
年よりがん研有明病院放射線治療部 部長、2018 年
より現職

小口正彦（おぐち・まさひこ）氏

がん研有明病院

放射線治療装置「TrueBeam（バリア
ン メディカル システムズ）」。がん研有
明病院では、「TrueBeam」3 台を含
む計 6 台（現在、1 台は休止中）のリ
ニアックで、1日150 件以上の放射線
治療を実施。年間の新規患者数は、
約 1800 名を数えるという

東京都

■

が
ん
研
有
明
病
院

個
々
の
が
ん
患
者
に
最
適
か
つ
効
率
的
な
放
射
線
治
療
を
提
供
す
る
た
め

同
一
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
・
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
を
導
入

が
ん
研
有
明
病
院

副
院
長
／
放
射
線
治
療
部 

部
長

小
口
正
彦
氏
に
聞
く
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ト
手
術
が
人
気
で
す
ね
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
治

療
法
を
提
案
し
、
そ
の
上
で
選
択
な
い
し
は
納

得
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
に
は
、
休
止
中
の
１
台
を
含
む
６
台
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
３

台
が
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
製
の

「T
rueBeam

」
で
あ
る
。
同
装
置
を
吉
岡
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
当
院
が
導
入
し
た
『T

rueBeam

』
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
、
中
で
も
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
強
度
変
調
回
転
放
射
線
治
療
）
は
短
時
間
で
高

精
度
な
治
療
が
可
能
で
す
。
ビ
ー
ム
の
精
度
も

高
く
安
定
し
て
い
る
の
で
、
高
い
治
療
効
果
を

得
ら
れ
る
装
置
で
す
。
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
の
高
精
度

放
射
線
治
療
は
、
３
台
の
『T

rueBeam

』
で
実

施
し
て
お
り
、
従
前
か
ら
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
は
緩

　

２
０
１
７
年
４
月
に
大
阪
大
学
医
学
部
附
属

病
院
か
ら
、
が
ん
研
有
明
病
院
に
赴
任
し
て
き

た
吉
岡
靖
生
氏
は
、
小
線
源
治
療
を
専
門
に
し

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
前
立
腺
が
ん
を
中
心

と
す
る
泌
尿
器
科
系
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど

の
婦
人
科
系
が
ん
を
担
当
し
て
い
る
。

「
放
射
線
治
療
部
で
は
、
が
ん
の
部
位
別
に
専
門

医
と
レ
ジ
デ
ン
ト
を
配
置
し
て
診
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
私
は
泌
尿
器
科
系
と
婦
人
科
系
の

が
ん
を
担
当
し
て
お
り
、
２
名
の
レ
ジ
デ
ン
ト

を
教
育
し
な
が
ら
、
数
多
い
患
者
さ
ん
の
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

同
院
に
通
う
患
者
の
特
徴
に
つ
い
て
、
吉
岡

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
に
は
、
近
隣
の
病
院
よ
り
高
い
ク
オ
リ

テ
ィ
や
、
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
な
が
ん
患

者
さ
ん
が
多
く
集
ま
り
ま
す
の
で
、
非
常
に
高

度
な
治
療
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
治
療
は
、
小

線
源
と
外
部
照
射
の
組
み
合
わ

せ
、あ
る
い
は
手
術
か
ら
、ま
た
、

前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
あ

り
ま
す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
外
部
照
射
、

そ
れ
に
小
線
源
治
療
か
ら
、
患

者
さ
ん
に
選
択
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
ロ
ボ
ッ

――がん専門病院としての個性
についてお聞きします。
　当院は、がん専門病院として
国内では最も歴史のある病院
です。なお、後にできた当該病院
は全て国公立の施設です。当
院は公益財団法人という独立し
た経営故に資金や人材の量で
はやはり劣性になりがちで、そ
のためにも、臨床、研究ともに患
者さんのことを考えながら独自
性を持って突き進むということ
が必要とされてきましたし、今も
そうですし、個性ともいえます。
　例をあげるならば、腹腔鏡手
術があります。当院では、その
有用性を長い経験から得た感
覚で真っ先に取り入れ、本邦で
の普及を牽引してきています。
また、国際的にほぼ標準治療
となっている直腸がんに対する
術前放射線治療も同様です。
――では、国公立ではない運営
上の強みはありますか。
　私自身、10年前まで16年間、
国立の施設に籍を置いていまし
たので強く感じることですが、
当院では生起した課題に対し
トップダウンで迅速に対応が決

能な新型の装置が導入されたこ
とには、大いに期待していると
ころです。　　　　
　当院では、手術が患者さん
の身体に負担が大きすぎる場
合、手術の術前・術後の放射
線照射にも積極的に取り組ん
でいますが、例えば前述した直
腸がんだけでなく、食道がん、
乳がん等も対象にしており、そ
れらにも大いに有用性を発揮し
てくれることを願っています。
　なお、化学療法と放射線を
組み合わせた化学放射線療法
が欧米では注目されていますが、
局所治療として放射線治療が
手術に取って代わる可能性もで
てきており、ますます放射線治
療装置の進歩が促されているの
ではないでしょうか。
――癌研究会創設以来、110 年
蓄積されたデータは、AIに生き
るのではないですか。
　確かに当院の歴史は古いで
すが、コンピュータ上で診断治
療に役立てられるデータはごく
一部です。ただ、7月から高名
な中村祐輔先生が研究所のが
んプレシジョン医療研究セン
ター長になられAIに取り組ま
れるので、当院でも注力してい
く予定です。現在、小口先生が
中心になり、新しい形でのデー

定してしまいます。ひと言で表
すなら、高い機動性が強みと
言えるでしょう。
――具体的な診療の特長につ
いてお教え下さい。
　前述したように、積極的に最
先端の技術を導入することもあ
りますが、最も基本的なことと
して、内科、外科、放射線の
治療部門から中央検査部や放
射線、内視鏡による診断部門、
そして緩和ケアに至るまで、患
者さんを中心に各部門が取り囲
むというチーム医療を実践して
いることです。それも、各部門
が最高のレベルにあるというこ
とです。大学病院等では、どう
しても縦割りで診療が進まざる
を得ず、患者さんが各部門を渡
り歩くということになりますが、
当院では全く違います。
――今般、最新の放射線治療
装置を導入されました。
　放射線治療は、この数十年
で装置も技術も格段に進歩し
ており、消化器外科医の私も、
がん治療において極めて大きな
選択肢のひとつになっていると
認識しています。ですから高性

タの蓄積を進めていますので、
恐らくどのがん専門病院よりも
AIについては先んじられること
と期待しています。
　なお、私の専門の消化器に
ついては、すでに内視鏡画像
を統合したことで、胃カメラを挿
入するとすぐに異常な部位をコ
ンピュータが教えてくれるという
システムが出来上がっており、
米国の学会でも高い評価を得
ています。
――今後の予定、計画等があり
ましたらお聞かせ下さい。
　喫緊の課題としては、ロボッ
ト支援手術への一層の取り組
みがあげられます。開腹手術の
技術は限界に達しており、腹腔
鏡およびロボット支援手術の登
場は外科の長い歴史の中でも
画期的なことです。いわば、違
う次元の手術に到達する可能
性があります。また外科医の教
育、知識習得等についても大き
な助けにもなるでしょう。当院
ではロボットが１台稼働中です
が、今春の診療報酬改定で新
たに12 種の手術が保険収載
されましたものの、まだ経済的
な負担が大きいです。患者さん
のことを思えば自腹を切ってで
もと思いたいのですが、難しい
問題です。

2018年７月よりがん研有明病院の病院長に就任した佐野 武氏に
同院の診療の現況と特長、最新の放射線治療装置ならびに
放射線治療部への期待、そして同院の今後の展望等を聞いた。

がん研有明病院
病院長

佐野 武氏に聞く

病
巣
に
対
し
て
適
切
に
位
置
や
領
域
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
な
ど
、
信
頼
度
の
高
い
高
精
度
な
治
療
に
も

対
応
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
従
来
か
ら
設

置
し
て
い
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
も
バ
リ
ア
ン
製
で
、
院

内
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
社
製
品
に
慣
れ
て
い
る
点

も
大
き
く
考
慮
し
ま
し
た
。

―
―
同
じ
装
置
を
３
台
導
入
し
た
理
由
に
つ
い

て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

複
数
台
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
持
っ
て
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
の
異
な
る
装
置
を
導
入
す
る
施
設

も
あ
り
ま
す
が
、
当
院
の
患
者
さ
ん
の
場
合
、

お
よ
そ
95
％
は
標
準
的
な
治
療
法
で
対
応
可
能

で
す
。
そ
こ
で
、
放
射
線
治
療
に
関
す
る
機
器
・

シ
ス
テ
ム
の
構
成
を
出
来
る
限
り
シ
ン
プ
ル
な

も
の
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
１
つ
で
、
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
も
同
じ
装
置
で
あ

る
な
ら
ば
、
た
と
え
新
任
の
ス
タ
ッ
フ
で
も
短

期
間
で
容
易
に
基
本
的
操
作
が
で
き
ま
す
。
実

際
、
当
院
で
本
年
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い
る
診

療
放
射
線
技
師
は
、
６
月
に
は
あ
る
程
度
の
治

療
業
務
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
台
同
じ
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
あ
る
こ
と

か
ら
、万
一
、１
台
が
故
障
し
て
も
、マ
シ
ン
オ
ー

バ
ー
ラ
イ
ド
機
能
（
機
器
乗
り
換
え
）
に
よ
り
、

他
の
装
置
で
す
ぐ
に
代
替
で
き
る
た
め
、
放
射

線
治
療
の
継
続
性
の
確
保
に
も
期
待
で
き
ま
す
。

―
―
新
型
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
対
す
る
評
価
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

優
れ
た
性
能
を
発
揮
し
て
診
療
に
貢
献
し
て

い
る
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

Ｘ
線
ビ
ー
ム
や
機
械
的
な
精
度
が
高
く
、
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
高
精
度
照
射
を
迅
速
か
つ
精
度

よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
装
置
の
治
療

計
画
シ
ス
テ
ム
等
を
同
じ
メ
ー
カ
ー
に
し
た
こ
と

で
装
置
の
シ
ス
テ
ム
と
の
親
和
性
が
高
く
、ス
ム
ー

ズ
な
放
射
線
治
療
業
務
の
遂
行
が
可
能
で
す
。

　

装
置
が
支
障
を
来
し
た
際
も
、
バ
リ
ア
ン
の

サ
ー
ビ
ス
体
制
は
満
足
で
き
る
も
の
で
、
そ
の

迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
先
述
の
マ
シ
ン
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
に
よ
っ

て
、
故
障
し
た
装
置
の
治
療
計
画
デ
ー
タ
を
別

の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
移
行
で
き
る
の
で
、
放
射
線

治
療
の
継
続
性
に
支
障
を
来
さ
な
い
対
応
が
可

能
で
す
。

　

一
般
的
な
チ
ー
ム
医
療
と
言
え
ば
、
臨
床
医

や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
を

指
し
ま
す
が
、
社
会
的
な
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
、

院
内
の
ス
タ
ッ
フ
以
外
に
医
療
機
器
や
薬
剤
の

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
放
射
線
治
療
部
の
み
の
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
の
診
療
デ
ー

タ
を
自
動
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
落
と
し
込
む

「
が
ん
研
究
会
有
明
病
院
が
ん
統
合
診
療
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ムversion1

」
を
開
発
し
、

２
０
１
８
年
２
月
５
日
か
ら
試
験
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、が
ん
登
録
、

Ｎ
Ｃ
Ｄ
、
各
学
会
の
デ
ー
タ
集
計
等
の
出
力
機

能
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
確
な
集
計
・

個
票
作
成
の
自
動
出
力
が
で
き
、
大
き
な
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
学
会
へ
の

報
告
や
発
表
、
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
や
患
者
説
明

用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
可
能
で
す
。

将
来
的
に
は
Ａ
Ｉ
を
組
み
込
ん
で
、
よ
り
質
の

高
い
放
射
線
治
療
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
作
り

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さの・たけし

■

が
ん
研
有
明
病
院
　
放
射
線
治
療
部

最
新
型
放
射
線
治
療
装
置
３
台
を
フ
ル
活
用
し
て
質
の
高
い
放
射
線
治
療
を
展
開

民
間
唯
一
の
が
ん
専
門
医
療
機
関
と
し
て
患
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医
療
を
実
施

が
ん
研
有
明
病
院
　
放
射
線
治
療
部 

高
精
度
放
射
線
治
療
担
当
部
長

吉
岡
靖
生
氏
に
聞
く

1995 年大阪大学医学部卒。同年より大阪
大学医学部附属病院勤務。2008 年大阪
大学大学院医学系研究科 放射線統合医
学講座（放射線治療学）准教授。2017 年
より現職

吉岡靖生（よしおか・やすお）氏

放射線治療部では、治療計画システム
「Eclipse」を25 台導入。高度な専門性と
スキルを有する放射線治療医、医学物理士、
診療放射線技師らが、質の高い放射線治
療を実現している

和
的
な
照
射
を
中
心
に
利
用
す
る
な
ど
、
装
置

を
う
ま
く
使
い
分
け
て
利
用
し
て
い
ま
す
」

　

治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「Eclipse

」
と
搭
載
さ

れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
歩
に
つ
い
て
も
、

吉
岡
氏
は
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
当
院
で
は
、
熟
練
の
放
射
線
治
療
医
と
治
療
計

画
を
担
当
す
る
診
療
放
射
線
技
師
が
高
度
な
治

療
計
画
を
立
案
し
ま
す
。
治
療
計
画
作
成
の
際

に
は
、
バ
リ
ア
ン
製
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム

『Eclipse

』
が
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
同
シ

ス
テ
ム
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
新
し
く
な
る
毎
に
著
し

い
進
化
を
遂
げ
て
お
り
、
特
に
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス

で
、
過
去
の
治
療
計
画
を
参
考
に
半
自
動
的
に

治
療
計
画
作
成
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

『RapidPlan

』
が
搭
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

治
療
計
画
作
成
に
か
け
る
時
間
が
短
縮
で
き
た

こ
と
は
極
め
て
大
き
な
前
進
で
す
」

　

吉
岡
氏
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
や
放
射
線
治
療
計

画
の
更
な
る
進
化
に
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「
放
射
線
治
療
は
、
究
極
的
に
は
正
常
組
織
に
放

射
線
を
当
て
ず
に
が
ん
組
織
の
み
に
照
射
で
き

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
一
定
の
マ
ー
ジ
ン
は
現
在

の
技
術
で
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
そ
の
マ
ー

ジ
ン
を
ど
こ
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ

の
性
能
の
向
上
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
で
は
、
コ
ン
ツ
ー
リ
ン
グ

1980 年東京大学医学部医学科卒。東京大
学医学部附属病院第一外科、静岡県焼津市
立総合病院などを経て、93 年より国立がんセ
ンター中央病院外科勤務。96 年より同医長、
07 年より同部長。2008 年よりがん研有明病院
消化器外科上部消化管担当部長、2012 年同
院消化器外科部長、2015 年同院 副院長／
消化器センター長、2018 年 7 月より現職

（    ）11 新　医　療　2018年8月号 （    ）10新　医　療　2018年8月号



放
射
線
技
師
の
資
格
を
６
年
目
で
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
６
台
保
有
す
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
、

主
に
使
用
す
る
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
を
全
て
バ

リ
ア
ン
製
で
統
一
し
て
い
る
。
全
て
の
機
器
・
シ

ス
テ
ム
を
１
社
の
も
の
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

佐
藤
氏
は
技
師
長
の
視
座
か
ら
そ
の
理
由
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
に
関
す
る
機
器
や
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
単
体
だ
け
で
な
く
、
治
療
計
画
シ

ス
テ
ム
な
ど
と
連
動
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
、

複
数
の
メ
ー
カ
ー
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
組
み

合
わ
せ
る
よ
り
も
、
１
つ
の
メ
ー
カ
ー
で
統
一
し

た
方
が
Ｑ
Ａ
・
Ｑ
Ｃ
の
観
点
か
ら
も
安
全
性
が

担
保
し
や
す
い
で
す
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
習
熟
度
も

早
期
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
の
質
や
業

務
の
効
率
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
台
を
同
じ
装
置
に
し
た
こ
と
で
、

万
一
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
故
障
し
て
も
、
残
り
の
装
置

で
治
療
を
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
、
放
射
線
治

療
の
継
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
な
点
も

大
き
な
理
由
で
し
た
」

「T
rueBeam

」
導
入
に
際
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
や
選
定
委
員
会
の
立
ち
上
げ
等
、
同

装
置
の
設
置
・
稼
働
に
中
心
的
役
割
を
担
っ
た

副
技
師
長
の
木
村
雅
春
氏
は
、
同
リ
ニ
ア
ッ
ク

導
入
の
経
緯
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
に
つ
い
て
は
、
高
精
度
放

射
線
治
療
に
対
応
可
能
な
装
置
を
導
入
す
る
た

め
、
放
射
線
治
療
部
内
で
選
定
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
そ
こ
で
検
討
し
た
結
果
と
要
望
を
病
院

上
層
部
に
認
め
て
も
ら
い
、『T

rueBeam

』
を

導
入
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

小
口
部
長
や
佐
藤
技
師
長
が
先
述
し
た
よ
う

に
、
１
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ

が
機
器
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
短
期
間
で
習
熟
で

き
る
こ
と
、
ま
た
万
一
の
機
械
故
障
の
際
で
も
、

他
の
装
置
で
リ
カ
バ
リ
ー
で
き
る
点
等
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
当
院
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
版
と
い
う
べ
き
治
療
Ｒ
Ｉ
Ｓ
と
の
接
続
や

他
の
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
、
複
数
メ
ー

カ
ー
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
と

シ
ス
テ
ム
構
成
が
複
雑
化
し
て
し
ま
う
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
１
社
の
装
置
と
シ
ス
テ
ム
に
統
一
し

た
方
が
よ
い
と
感
じ
て
い
た
の
で
、
そ
の
点
で
も

良
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

「T
rueBeam

」
を
用
い
て
の
放
射
線
治
療
を
担

当
す
る
副
技
師
長
の
橋
本
竹
雄
氏
は
、
新
リ
ニ

ア
ッ
ク
の
性
能
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

非
常
に
作
り
や
す
い
装
置
で
す
。
リ
ニ
ア
ッ
ク
が

安
定
か
つ
高
精
度
な
照
射
を
実
現
で
き
る
の
で
、

同
一
メ
ー
カ
ー
の
装
置
と
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い

う
親
和
性
も
含
め
て
、
安
心
で
き
、
か
つ
使
い

や
す
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
は
、
か

つ
て
は
診
療
放
射
線
技
師
が
電
卓
を
叩
い
て
手

計
算
し
て
い
た
線
量
計
算
や
線
量
評
価
等
も
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
計
算
す
る
こ
と
で
放
射
線
治

療
全
体
を
制
御
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
治
療

計
画
シ
ス
テ
ム
も
あ
く
ま
で
道
具
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
私
た
ち
放
射
線
治
療
に
携
わ
る

「
従
来
の
装
置
と
比
較
し
て
、
Ｘ
線
ビ
ー
ム
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
機
械
的
な
装
置
全
体
の
精
度
が
向

上
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
照
合
装
置
や
照
射
の

た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
統
合
さ
れ
て
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ
た
こ
と
で
使
い
勝
手
が
向
上

し
て
お
り
、
照
射
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
、
治

療
計
画
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
双
方
が
使
い
や

す
い
機
器
・
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
精
度
放
射
線
治
療
で
は
、
位
置
合

わ
せ
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
Ｘ
線
を
使
用
し

た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
６
軸
治
療
寝
台

を
併
用
し
て
、
そ
の
精
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
難
し
い
症
例
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の

で
、
照
射
精
度
の
担
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
『T

rueBeam

』
の
性
能

に
は
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
装
置
を
活
用
し
て
、
当
院
に
求

め
ら
れ
る
難
易
度
の
高
い
症
例
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

　

治
療
計
画
を
担
当
す
る
副
技
師
長
の
吉
岡 

稔

氏
は
、
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「Eclipse

」
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
『Eclipse

』
は
、
質
の
高

い
標
準
的
放
射
線
治
療
に
関
す
る
治
療
計
画
が

ス
タ
ッ
フ
は
、
道
具
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う

常
日
頃
か
ら
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
」

　

今
後
の
放
射
線
治
療
部
の
展
望
に
つ
い
て
、

佐
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
後
は
、
放
射
線
治
療
に
お
け
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

割
合
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
照
射
部
位
ご
と
に
タ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
て
、
そ
の
た
め
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
検
討

等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
女
性
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
を
よ

り
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
乳
腺
系
の
女
性
患
者
さ
ん
が
多
く
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
女
性
が
実
施
し
て
い
る

の
と
同
様
に
、
放
射
線
治
療
に
関
し
て
も
女
性

の
診
療
放
射
線
技
師
が
必
ず
担
当
す
る
と
い
っ

た
体
制
を
構
築
し
た
い
で
す
ね
。
当
部
に
は
女

性
の
診
療
放
射
線
技
師
は
８
名
所
属
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増
員
し
て
、
女
性
の
看

護
師
と
女
性
の
診
療
放
射
線
技
師
に
よ
る
“
レ

デ
ィ
ー
ス
リ
ニ
ア
ッ
ク
”
構
想
を
検
討
中
で
す
」

「TrueBeam」の MLC（マルチリーフコリメーター）。5 ㎜のリー
フ幅を有し、６軸治療寝台と組み合わせることで、より精度の高
い放射線治療が実施できる

「TrueBeam」の「Optical Imager」（写真下側）。呼吸同期
の際に患者の呼吸動作を赤外線にて検知、呼吸の位相を捉え
ることにより、呼吸性移動のある部位への照射に威力を発揮

がん研有明病院

所在地：東京都江東区有明3-8-31
病床数：686床
入院患者数：18,059人※	
延べ外来患者数：380,353人※
※平成28年１月１日～12月31日までの実績

がん研有明病院は1908（明治41）年の癌研
究会創設を嚆矢とする。以来100年以上の
長きに渡って日本のがん医療を支え続けてき
た。2005年に病院および研究所を臨海副都
心の有明に全面移転。2011年には公益財団
法人に移行して正式名称も「がん研究会有明
病院」に変更。2016年には、放射線治療施設、
画像診断、健診センターを拡充した地上４階、
地下１階の新棟を完成させるなど、常にがん
診断と治療の最高の技術を提供し続けると共
に、最も先進的ながんの臨床研究を推進して
いることで広く知られる

「マシンオーバーライドによる切れ目のない放
射線治療を実現できます」と同じ装置を複
数台導入することのメリットを語る放射線治
療部 技師長の佐藤智春氏

「バリアンの放射線治療装置は、X 線ビーム
の出力と精度が非常に優れている」と

「TrueBeam」の特長を話す放射線治療部 
副技師長の橋本竹雄氏

「従来の放射線治療計画システムに比べ、
『Eclipse』は標準的な治療について高レベ
ルで質の高い治療計画を簡便に立案できる」
と放射線治療計画システムの有用性を語る
放射線治療部 副技師長の吉岡 稔氏

「当院の放射線治療用 RIS はオリジナル性
が高いので、放射線治療装置とその周辺シ
ステムが 1メーカーで統一されている点は都
合がよい」と話す放射線治療部 副技師長
の木村雅春氏

放射線治療外来待合室にある患者呼
出しモニタ。放射線治療用 RISを改良
し、一般の病院外来と同様、番号で患
者を呼び出すなど個人情報に配慮した
設計となっている

「TrueBeam」と放射線治療部スタッフ。放射線治
療部には医師 14 名、医学物理士を兼務する8 名
を含む、治療業務専任の診療放射線技師 26 名が
所属。看護師 6 名、事務員 5 名を加え、50 名以
上のスタッフが、同院の放射線治療を支えている

（
輪
郭
描
写
）
に
つ
い
て
の
機
能
性
向
上
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
腫
瘍
組
織
の
コ
ン
ツ
ー
リ
ン
グ
は

放
射
線
治
療
医
と
し
て
重
要
な
仕
事
で
す
が
、

正
常
組
織
の
コ
ン
ツ
ー
リ
ン
グ
を
自
動
化
し
て

く
れ
る
と
、
私
た
ち
の
業
務
負
担
は
大
き
く
軽

減
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」

　

が
ん
研
有
明
病
院 

放
射
線
治
療
部
に
は
、
放

射
線
治
療
業
務
の
み
を
担
当
す
る
診
療
放
射
線

技
師
が
26
名
所
属
し
て
い
る
。
彼
ら
を
統
括
す

る
技
師
長
の
佐
藤
智
春
氏
は
、
放
射
線
治
療
部

に
お
け
る
診
療
放
射
線
技
師
の
業
務
の
概
要
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
部
に
所
属
す
る
診
療
放
射
線
技
師

は
、
採
用
時
か
ら
放
射
線
治
療
と
画
像
診
断
の

部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
お
り
、
放
射
線
治

療
で
採
用
さ
れ
た
診
療
放
射
線
技
師
は
以
後

ず
っ
と
放
射
線
治
療
の
業
務
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
放
射
線
治
療
に
必

要
な
、
例
え
ば
Ｃ
Ｔ
画
像
な
ど
の
読
影
技
術
は

習
得
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
に
採
用
時
か
ら
取
り
組
む
こ
と

で
、
５
年
の
経
験
が
必
要
な
放
射
線
治
療
専
門

放
射
線
治
療
専
任
の
技
師
が
26
名

高
い
ス
キ
ル
で
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
運
用

放
射
線
治
療
部

機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
と

全
体
の
精
度
向
上
・
安
定
性
を
実
現

リ
ニ
ア
ッ
ク
「TrueB

eam

」
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